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1979年 3月 京都大学工学部 鋳造加工学科 卒業

1979年 4月 新東工業株式会社入社
6月 鋳造技術部鋳造工場での1年間の現場実習開始
（溶解⇒自硬性造型（ダイカル法）⇒Vプロ造型⇒金型鋳造⇒後処理・出荷）

1980年 4月 鋳造技術部 鋳造工場配属
・鋳造工場 技術係 鋳造方案担当（1981年ダイカル法⇒フラン自硬性）

新規の鋳物部品木型方案・鋳造方案作成
量産品・社外受注鋳物の検査・出荷

・吸圧造型法造型評価テスト、設備立ち上げ支援（後半2年は専属）
コールドボックス法・ハードックス法

1986年 4月 鋳造技術部⇒1997年10月 鋳造技術グループ⇒2006年7月鋳物センター
・生型造型機の関連依頼/社内出荷テスト
・お客様支援（造型不具合対策、水分コントロールシステム立上げ）
・APKシリーズの性能評価、鋳物高精度化技術の検討

2010年 4月 鋳造事業本部技術グループ
2012年 10月 鋳造事業部鋳造開発グループ
2019年 4月 鋳造事業部開発グループ ⇒現在に至る

※1986年3月 鋳造技術Gと鋳造工場の統合（鋳造技術部門と生産部門の統合）

【橋本 社歴】

※2009年末 社内での鋳鉄鋳物生産撤退
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1960 19801970 1990 2000 2010

機械化 自動化 作業環境改善／省人化 高精度化 ／ 地球環境対応

ジョルトスクィーズ造型機
AFD⇒AVS⇒JSH
大型化・高圧化

静圧造型機
APS⇒APK

ジョルト機構からの脱却・高密度充填の追及

静圧造型機
ACE

エアレーション充填と複合圧縮

鋳型寸法精度の
定量的評価技術の模索

鋳物精度要求 CT １０～１２ 鋳物精度要求 CT ８～１０ 鋳物精度要求 CT ６～８

装置的要素の鋳型寸法精度影響把握
●金枠剛性の鋳型寸法への影響
●鋳型加工工程の変形 等々

鋳物高精度化に向けての
装置要素の３D-FEM解析とのリンク

●初期砂充填の均一性確保
●スクィーズ圧縮機構の再評価
●周辺設備の見直し

●エアレーション充填機構の開発
●複合造型システムの開発
●造型工程の装置動作見える化

造型ライン設備の高精度化貢献技術
●制振制御
●サーボシリンダー

砂処理設備の高度化
●砂冷却システム
●混練砂コントロールシステム

静圧造型機
ACE・ACEX

生型造型設備技術動向
［生産性の確保⇒高精度化追求］

ICT（計測）
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静圧
造型ライン

従来造型法ライン
ｼﾞｮﾙﾄ&ｽｸｨｰｽﾞ

少

鋳型変形量

多

生砂のスプリングバック
に起因する鋳型変形

機械的要因に起因
による鋳型変形

【鋳型精度向上は、機械的要因での変形防止が決め手！】
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鋳型の評価に関する経験

鋳型を評価する方法？
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造型機の造型性能評価に関する経験

静圧造型機APKシリーズの
造型性能の評価方法？

※詳細なデーターは、発表当日に紹介します。
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【砂充填挙動把握のための基礎実験】
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生型鋳型精度に関する経験

生型のスプリングバック変形は有るのか？
造型機において鋳型精度に影響する因子は何か？

※詳細なデーターは、発表当日に紹介します。
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生型鋳型精度への影響因子調査
に関する経験

造型ラインにおいて鋳型精度に
影響する因子は有るのか？
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生型によって生産される
鋳物の精度についての経験

鋳物精度に影響する因子？
実際の生産ラインでの鋳物精度？
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砂処理システムに関する経験

砂処理設備で何を管理するのか？
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砂冷却ｼｽﾃﾑ

回収砂
ｵｰﾊﾞｰ
ﾊﾝﾄﾞ
磁選機

ﾏｸﾞﾈｯﾄ
ﾌﾟｰﾘ

ﾛｰﾀﾘｰ
ｽｸﾘｰﾝ

砂温比例
散水装置
砂温比例
散水装置

ｻﾝﾄﾞ
ｸｰﾗ

ｻﾝﾄﾞﾋﾞﾝ
水分測定
注水装置
水分測定
注水装置

混練機 ｴｱﾚｰﾀ 混練砂

ＣＢ
ｺﾝﾄﾛｰﾗ

添加剤
計量

砂回収ｼｽﾃﾑ 砂性状
ｺﾝﾄﾛｰﾙ
ｼｽﾃﾑ

磁選 篩分け 砂冷却 貯蔵 混練 ｴｱﾚｰﾄ

水分ｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑ

【生砂処理のフロー】

●ポイント：目的に応じた段階的調整システム
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【 生型砂特性に係わる研究の系譜 】

1960

1950

1970

1980

1990

2000

AFS 規格制定

JS 規格制定 （鋳物砂の試験法：1960）

JS 規格改訂（鋳物砂の試験法：1993）

（粘土分・粒度・圧縮強さ・通気度・水分・強熱減量）

（粘土分・粒度・強度・通気度・水分・強熱減量・老化度）

（日本鋳物協会生型研究部会に改訂委託）

東海支部法改訂（1998）

東海支部法制定 （1972）

（NIK（日本鋳造協会法）法として定着）

ｵｰﾘﾃｨｸｽの発見(F.Hoffman) 

ｼﾘｶﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ法(H.W.Dietert) 

ﾒﾁﾚﾝﾌﾞﾙｰ法による活性粘土分評価

RD(篩分け密度)/ｺﾝﾊﾟｸﾀﾋﾞﾘﾃｨ測定法

SSI測定法（岡倉）

Levelinkの方法（活性粘土分推定法）

Troyの方法（Bond Indexによる混練度）

ﾎｯﾄｻﾝﾄﾞに関する研究

掬われ・絞られに関する研究

生砂の熟成（ねかせ）理論

Bethkeの方法（統計的傾向管理手法）

Egenの式（鋳型材料収支予測）

Berndtの式（鋳型材料収支予測）

Strongの方法（ﾏｸﾛ的収支予測管理）

せん断強さと変形限界に関する研究（D.Boenish）

Ventability･Bondability管理（W.H.Moore）

主成分分析・因子分析の生砂管理への応用の試み

鋳型材収支による組成管理法(G.J.Vingas) 

IMC社管理図(Wenninger･Volkmar) 

ﾓﾙﾀﾞﾋﾞﾘﾃｨｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

ｵｰﾄｻﾝﾄﾞﾃｽﾀｰ

砂冷却ｼｽﾃﾑ登場
(MTC・SC・ﾋﾞｭｰﾗｰｼｽﾃﾑ等)

MIA･RCT砂冷却ｼｽﾃﾑ

BMIC水分ｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑ

CMIC予備混練ｼｽﾃﾑ

MIE CB値ｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑ

ｵﾌﾗｲﾝ砂特性計測装置
（DST・GTR）

真空冷却混練ｼｽﾃﾑ

砂特性評価・管理手法砂特性測定法規格 鋳物品質との関連 装置・設備関連年代

SSI測定法（岡倉）
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【生型砂回収砂冷却装置】 （MIAｰRCTシステム）

回転

回転部の断面図

外気

集塵・排気

投入砂

冷却砂 異物

ヒータ 回転

回転部の断面図

外気

集塵・排気

投入砂

冷却砂 異物

ヒータ

外気

集塵・排気

投入砂

冷却砂 異物

ヒータ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
流量計

減圧弁

水圧
2kg/cm2 以
上
（最大注水
時）

散水システム

CPU

電気抵抗式のセンサを用い、砂から直接確実に砂温・水分を測定冷却水と回収砂を攪拌し、水分の分
散化を計り、冷却効果を高めるとと
もに、投入シュート部などへの砂付
着及び砂堕ダマの発生を防止

攪拌装置

砂温・水分

RCT型サンドクーラー

砂定量切出し
ホッパ

砂温比例注水システム（MIA)

S
O
L

比例弁 ｽﾄﾚｰﾅ

水

大気温 連続デジタル注水
システムの採用
（ＭＩＡ-Ⅱ）
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注水ユニット

MIC・MIEコントローラ（制御盤に組込）

水分

コンパクタビリティ（ＣＢ）

砂温

ＭＩＥ

一次注水信号

追加注水信号

ＭＩＣ
混練機

砂温

水分

混練終了信号

混練砂

混練砂コントロールシステム概念図

【混練工程のコントロール BMIC・MIE】

31 図 MIEによるCB値制御模式図

図 MIE型CB値制御システム（CB値測定部）

ＣＢ目標値

上限範囲

下限範囲

一次注水 ＣＢ測定開始

混練終了

ＣＢ値

混練開始

追加注水 ＣＢ測定終了

時間
ＭＩＥによるＣＢ測定

印はＣＢ測定を示
す

図 電気抵抗式水分センサー
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バッチ
ホッパ

新東シンプソン
混練機

フィーダ
ホッパ

注
水
ユ
ニ
ッ
ト

水源

水圧一定装置
注
水
タ
ン
ク

ＭＩＥ

ＭＩＣ

荷重計

混練砂
ホッパ

造型機へ

注水系

混練砂コントロールシステムのバージョンＵＰ

注水演算システムへ
オートチューニング機能追加 注水システムのデジタル化

ＣＢ値測定精度の向上
（異常測定防止）

混練砂重量の
精度向上と注水演算組入れ

【開発の狙い】
一次注水精度の向上（一発注水）による、
有効混練時間の確保とＣＢ値の更なる安定化
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混練砂コントロールシステムのバージョンＵＰ効果検証
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生砂を「粒子」の視点で見た経験

生砂の姿を現物からイメージする？
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【参考】生型砂の水洗観察
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生砂特性管理に関する提案

生型砂管理はＡＩに任せる？
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【参考】オーリティクス層の成長（実験による確認）
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結言

１．大学で教えてもらったこと

１）「工学」を志す者は、すべての現象を数値で評価する姿勢が大切。
２）高邁な理論の構築は、理学部に任せろ。
３）工学では、現象を数値的に分析して、改善・改良を実現。より高度な技術
に高めることに意義がある。

２．会社で教えてもらったこと

１）とにかく現場で「観察」をしろ！
２）何か問題があれば、違和感を感じる場所で、1日中その設備をじっくりと
見ていれば何かがわかってくる。

３．今、個人的に思うこと

現地・現物の観察は、最も重要！
そして、その結果を基に、原理・原則に基づいた、論理的な思考が大切。
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